
 
 

 
 
 

 
 
今年初めの世界的な BEV の減速は、自動車メーカーとサプライヤーの両方に不確実性をもたらしています。高価格、航続

距離不安、バッテリー寿命、高い保険料など、BEV の成長を阻む直接的・間接的な要因は何なのでしょうか？BEV需要の減
速は回復するのか、回復するとすればいつなのでしょうか？  

BEV が減速している一方、フルハイブリッドやプラグインハイブリッドは伸長しており、電動化全体としてはこれから先も成長が
見込まれています。そのような中で自動車メーカー・サプライヤーはどのような戦略を取るべきなのか？ 
この度のセミナーでは、グローバル自動車市場の展望および電動化の行方、主要自動車メーカーの展望やサプライヤー

の動向について、S&P Global Mobilityの車両生産予測、及びコンポーネント予測の2名のアナリストが解説いたします。 
 
イベント概要       
日時： ２０２４年１１月１日（金） 東京会場１４：００～１６：００（受付：１３：３０） 

２０２４年１１月７日（木） 名古屋会場１４：００～１６：００（受付：１３：３０） 
開催方法：ハイブリッド形式（会場・オンライン） 
会場： 東京：ビジョンセンター新橋 16階 1605号室（東京都千代田区内幸町１－５－２ 最寄駅新橋駅） 
 名古屋：安保ホール 301（名古屋市中村区名駅３－１５－９ 最寄駅名古屋駅） 
申込方法・参加費：裏面の二次元コードから申込フォームへアクセスしてお申込ください。参加費は無料です。 
申込期限：２０２４年１０月２５日（金） 
定員：各会場 50名、オンライン 1,000名（定員に達した時点で受付を終了させていただきます） 
プログラム：  

※ プログラム内容は現時点のもので、変更する可能性がございます。ご了承ください。 

共催：株式会社足利銀行、株式会社群馬銀行、株式会社静岡銀行、株式会社名古屋銀行、株式会社広島銀行、 
         株式会社山形銀行、株式会社横浜銀行（協力：S&P Global Mobility）  

14:00 ~ 14:05 主催者挨拶  

14:05 ~ 14:50 講演 第 1部 『2035年世界自動車産業のマクロ観』 
世界市場や主要市場の成長性、電動化動向、主要 OEM*動向について、最新の見立てをお伝えします。 
*主要 OEM：東京開催分 トヨタ・スバル・ホンダ・日産  名古屋開催分 トヨタ・スズキ・マツダ・三菱 
講演者：西本 真敏, 日本・韓国ビークルプロダクション・フォーキャスト ディレクター 
日本鉄鋼メーカーの自動車部門で購買、営業、企画部門に携わる。2008年、CSM Worldwide へ入社。現在は日本／韓国生産
担当マネージャーを務める。日本と韓国の自動車生産や自動車メーカーの生産戦略などの予測・分析を行う。 

 

14:50 ~ 15:35 講演 第２部 『自動車の電動化を支える部品産業』 
BEV、PHEVなど自動車の電動化に欠かせない主要部品市場の変化に自動車メーカー、サプライヤーがどの
ように対応して行くのか、最新の動向を解説します。 
講演者：安宅 広史, オートモーティブサプライチェーン＆テクノロジー プリンシパルリサーチアナリスト 
グローバル・パワートレイン部品、特にエンジン・ドライブライン領域を専門とする。日本 OEM の開発部部門でトランスミッション開発・シャシ
ーコントロール技術に携わっていたほか、ドイツ Tier１サプライヤーのトランスミッションコントロールユニットにて製品開発、シリアルプロダクショ
ン、品質管理分野を担当するプロジェクトマネージャーを歴任。35年に渡る自動車業界での経験を有する。慶應大学機械工学科卒。 

 

15:35 ~ 16:00 Q&A、S&P Global Mobility サービス紹介  

《地方銀行 7行共催》 自動車市場予測セミナー 
~ 電動化時代における自動車部品の新たな価値創造 ~ 

 



お申込方法 

右側の二次元コードから申込フォームへアクセスしてお申込ください。（申込期限：10月 25日(金)まで） 
※お申込者様のお勤め先・所属部署・役職・氏名・メールアドレスを必ずご記入の上お申込ください。 
※会場参加かオンライン参加を選択してください。また、どの銀行からの案内でのお申込か選択してください。 
※オンラインは ON24 を使用する予定です。参加に当たってはアプリのダウンロードは不要で、Webブラウザから参加可能です。 
 お申込受理後、オンライン参加希望者には当日のリンク先を Eメールにてご案内いたします。定員に達した時点で受付を終了させていただきます。
※当日のプレゼンテーション資料はセミナー終了時にお送りするアンケートにご協力いただいた方に配布する予定です。 

会場のご案内 
東京会場：ビジョンセンター新橋 16階 1605号室（東京都千代田区内幸町１－５－２ 最寄駅新橋駅） 

 

名古屋会場：安保ホール 301（名古屋市中村区名駅３－１５－９ 最寄駅名古屋駅） 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
お問合せ先 
S&P Global Mobility 兼田 弘喜 
Email: Hiroki.Kaneda@spglobal.com Tel: 03-6262-1766 URL: https://spglobal.com/Japan_Automotive 
 

S&P Global Mobility について 
IHS Markit は合併により S&P Global の一員となりました。S&P Global Mobility は S&P Global の Mobility部門で、世界経済を牽引する主要
産業及び市場に関する重要な情報、分析そして戦略ソリューションなどお客様の解決策を提供しています。お客様が直面する事業リスク及び投資機会に
対する迅速で業務効率の高い意思決定をもたらします。S&P Global Mobility のお客様はフォーチュン・グローバル 500 および世界有数の大手金融機
関の 80％、政府機関を含む 50,000社以上。本社を米国ニューヨークに置き、お客様の持続可能かつ高収益な成長に貢献します。 


